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起動パラメーターファイル（*.xdnp）の作成 

このファイルを直接ダブルクリックすると指定されているCSVファイル等のデータファイルやデータ抽出条件ファイ
ル（*.ecox）とテンプレートファイル（*.dtmx）を同時に読み込み、クライアントを起動します。 

利⽤者は、各ファイルの所在を意識せず、必要な情報を読み込むことができます。売上確認⽤、在庫確認⽤など 

⽬的別に作成しておくと便利です。 

 

クライアントツールのファイルメニューから、「パラメーターファイル…」を選択し、[パラメーターファイル設定]ダ
イアログを呼び出し、XDNPファイルを作成します。 

 

 

 対象のデータファイル（*.csv/xdsf/ecox）とテン

プレートファイル（*.dtmx）を指定します。 

テンプレートファイルの指定を省略することも可

能です。 

Personal 版は、ログイン情報は

不要です。 

名前をつけて、XDNP ファイルとして保存します。 

これをダブルクリックまたは DataNature クライアントのシ

ョートカットへドラッグ&ドロップして起動すると、指定し

たデータファイルとテンプレートファイルを自動的に読み

込みます。 

パラメーターファイルを編集す

る場合は、ここから開き、編集後

は右側にある[保存]をクリック

し保存します。 
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他システムのメニューから起動する 

下記のようにクライアントツールの実⾏形式ファイルと半⾓スペース⼀つ、XDNP ファイルのフルパスを引数として
設定し、他のシステムのメニューから起動させることも可能です。 
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